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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンテンツを表示させるコンテンツ表示装置であって、
　前記コンテンツはそれぞれが複数のグループのいずれかに属しており、
　前記コンテンツ表示装置は、
　操作を受けて前記複数のグループのうちいずれか１つを選択するグループ選択手段と、
　前記グループ選択手段により選択されたグループに属するコンテンツを複数抽出する抽
出手段と、
　表示手段と、
　操作部材に対する操作に係る操作位置及び操作量を検出する検出手段と、
　前記操作位置に基づいて、前記抽出手段により抽出され、順序付けられた複数のコンテ
ンツのうち一のコンテンツの順位を示す選択順位を算出し、算出した選択順位のコンテン
ツを前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　前記選択順位が算出されてから前記検出手段における前記操作部材に対する操作が検出
されなくなるまでの間、前記操作位置が移動する度に、前記選択順位を前記検出手段で検
出された操作量に応じた数だけ変化させ、変化後の選択順位のコンテンツを前記表示手段
に表示させる表示更新手段とを備える
　ことを特徴とするコンテンツ表示装置。
【請求項２】
　前記コンテンツ表示装置は、前記操作部材と前記表示手段とが重ね合わされて形成され
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たタッチパネルを備える
　ことを特徴とする請求項１に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、
　更に、前記順序付けられた複数のコンテンツそれぞれと一対一に対応する表示物それぞ
れを、当該表示物が対応するコンテンツの順序に従って並べて前記タッチパネルに表示さ
せ、
　前記タッチパネルにおいて前記検出手段により検出された操作位置に表示させていた表
示物に対応するコンテンツを前記一のコンテンツとして前記選択順位の算出を行う
　ことを特徴とする請求項２に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記タッチパネルに表示させた複数の表示物のうち、算出した選
択順位のコンテンツに対応する表示物を含む一連の表示物でありかつ前記検出手段により
検出された操作量に応じた数の一連の表示物については当該一連の表示物以外の表示物と
区別した態様で表示させる
　ことを特徴とする請求項３に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項５】
　前記タッチパネルは、感圧式タッチパネルであり、
　前記検出手段による前記操作量の検出は、前記タッチパネルが押圧されたことによる押
圧力の検出である
　ことを特徴とする請求項４に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、
　　前記検出手段により検出された操作量に応じた前記数を、前記押圧力が大きくなるに
つれて、小さくなるように定め、
　　前記選択順位が算出されてから前記検出手段で前記操作量が検出されなくなるまでの
間、前記操作位置の移動が検出される度に、前記表示制御手段が定めた検出手段により検
出された操作量に応じた数だけ前記選択順位を変化させる
　ことを特徴とする請求項５に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項７】
　前記タッチパネルは、静電容量式タッチパネルであり、
　前記検出手段による前記操作量の検出は、前記タッチパネルに物体が接触している面積
の検出である
　ことを特徴とする請求項４に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項８】
　前記表示制御手段は、前記タッチパネルにおける前記操作位置に算出した選択順位のコ
ンテンツの少なくとも一部を表示させる
　ことを特徴とする請求項３に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項９】
　前記コンテンツ表示装置は更に、
　前記複数のグループを表す表示物を、前記選択されているか否かによって異なる態様で
表示するグループ表示手段と、
　前記グループ表示手段と前記グループ選択手段とを重ね合わせてなるタッチパネルであ
るグループ選択タッチパネルとを備える
　ことを特徴とする請求項１に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項１０】
　前記コンテンツ表示装置は、前記操作部材と前記表示手段とが重ね合わされて形成され
たタッチパネルを前記グループ選択タッチパネルとを同一の筺体に備える
　ことを特徴とする請求項９に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項１１】
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　前記コンテンツ表示装置は更に、前記選択順位のコンテンツの全体を表示するコンテン
ツ表示手段を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項１２】
　前記コンテンツ表示装置は、前記操作部材と前記表示手段とが重ね合わされて形成され
たタッチパネルを前記コンテンツ表示手段とを同一の筺体に備える
　ことを特徴とする請求項１１に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項１３】
　複数のコンテンツを表示させるコンテンツ表示装置におけるコンテンツ表示方法であっ
て、
　前記コンテンツはそれぞれが複数のグループのいずれかに属しており、
　前記コンテンツ表示方法は、
　操作を受けて前記複数のグループのうちいずれか１つを選択するグループ選択ステップ
と、
　前記グループ選択ステップにおいて選択されたグループに属するコンテンツを複数抽出
する抽出ステップと、
　操作部材に対する操作に係る操作位置及び操作量を検出する検出ステップと、
　表示ステップと、
　前記操作位置に基づいて、前記抽出ステップにおいて抽出され、順序付けられた複数の
コンテンツのうち一のコンテンツの順位を示す選択順位を算出し、算出した選択順位のコ
ンテンツを前記表示ステップに表示させる表示制御ステップと、
　前記選択順位が算出されてから前記検出ステップで前記操作量が検出されなくなるまで
の間、前記操作位置が移動する度に、前記選択順位を前記検出ステップで検出された操作
量に応じた数だけ変化させ、変化後の選択順位のコンテンツを前記表示ステップに表示さ
せる表示更新ステップとを含む
　ことを特徴とするコンテンツ表示方法。
【請求項１４】
　複数のコンテンツを表示させるコンテンツ表示装置としてコンピュータを機能させるコ
ンテンツ表示プログラムであって、
　前記コンテンツはそれぞれが複数のグループのいずれかに属しており、
　前記コンテンツ表示プログラムは、
　操作を受けて前記複数のグループのうちいずれか１つを選択するグループ選択ステップ
と、
　前記グループ選択ステップにおいて選択されたグループに属するコンテンツを複数抽出
する抽出ステップと、
　操作部材に対する操作に係る操作位置及び操作量を検出する検出ステップと、
　表示ステップと、
　前記操作位置に基づいて、前記抽出ステップにおいて抽出され、順序付けられた複数の
コンテンツのうち一のコンテンツの順位を示す選択順位を算出し、算出した選択順位のコ
ンテンツを前記表示ステップに表示させる表示制御ステップと、
　前記選択順位が算出されてから前記検出ステップで前記操作量が検出されなくなるまで
の間、前記操作位置が移動する度に、前記選択順位を前記検出ステップで検出された操作
量に応じた数だけ変化させ、変化後の選択順位のコンテンツを前記表示ステップに表示さ
せる表示更新ステップとを含む処理をコンピュータに実行させる
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１５】
　複数のコンテンツを表示させるコンテンツ表示装置としてコンピュータを機能させるコ
ンテンツ表示プログラムを記録した記録媒体であって、
　前記コンテンツはそれぞれが複数のグループのいずれかに属しており、
　前記コンテンツ表示プログラムは、
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　操作を受けて前記複数のグループのうちいずれか１つを選択するグループ選択ステップ
と、
　前記グループ選択ステップにおいて選択されたグループに属するコンテンツを複数抽出
する抽出ステップと、
　操作部材に対する操作に係る操作位置及び操作量を検出する検出ステップと、
　表示ステップと、
　前記操作位置に基づいて、前記抽出ステップにおいて抽出され、順序付けられた複数の
コンテンツのうち一のコンテンツの順位を示す選択順位を算出し、算出した選択順位のコ
ンテンツを前記表示ステップに表示させる表示制御ステップと、
　前記選択順位が算出されてから前記検出ステップで前記操作量が検出されなくなるまで
の間、前記操作位置が移動する度に、前記選択順位を前記検出ステップで検出された操作
量に応じた数だけ変化させ、変化後の選択順位のコンテンツを前記表示ステップに表示さ
せる表示更新ステップとを含む
　ことを特徴とする記録媒体。
【請求項１６】
　複数のコンテンツを表示させるコンテンツ表示装置に搭載される集積回路であって、
　前記コンテンツはそれぞれが複数のグループのいずれかに属しており、
　前記集積回路は、
　操作を受けて前記複数のグループのうちいずれか１つを選択するグループ選択手段と、
　前記グループ選択手段により選択されたグループに属するコンテンツを複数抽出する抽
出手段と、
　操作部材に対する操作に係る操作位置及び操作量を検出する検出手段と、
　表示手段と、
　前記操作位置に基づいて、前記抽出手段により抽出され、順序付けられた複数のコンテ
ンツのうち一のコンテンツの順位を示す選択順位を算出し、算出した選択順位のコンテン
ツを前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　前記選択順位が算出されてから前記検出手段で前記操作量が検出されなくなるまでの間
、前記操作位置が移動する度に、前記選択順位を前記検出手段で検出された操作量に応じ
た数だけ変化させ、変化後の選択順位のコンテンツを前記表示手段に表示させる表示更新
手段とを備える
　ことを特徴とする集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子書籍のページや画像などのコンテンツの表示技術に関するものであり、特
にユーザが多量のコンテンツの中から所望のコンテンツを選択して表示できるようにする
ためのユーザインタフェースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数ページからなる画像の中にある所望のページを表示できるようにするためのユーザ
インタフェースを持つ画像処理装置が知られている（特許文献１参照）。
　この画像処理装置では、画像の各ページを一単位として、タッチパネル上に表示された
全体のページ構成を示す画像に対してタッチ操作を行うことで、タッチした位置にあるペ
ージを素早く開くことができる。また、所定の位置をタッチすることで、開いた位置のペ
ージから更に１ページずつめくって所望のページを表示することができる。
【０００３】
　すなわち、大まかな位置を指示して所望のページの近くにあるページを開き、そのペー
ジから１ページずつめくっていくことで所望のページを表示することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１１０６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来技術ではページ数が数千ページや数万ページなど非常に多くなると、タッチパ
ネルの大きさは有限であるため、タッチパネル上での１ページ当たりの表示幅は非常に小
さくなる。そうなると、指示した位置が少し変化しただけでも表示されるページが大きく
変動する。
【０００６】
　したがって、大まかな位置をタッチ操作により指示しても所望のページから離れたペー
ジが表示されることが多くなり、ユーザはそのページから更に１ページずつめくって所望
のページを目指すことになる。
【０００７】
　そのため、多量のページの中から所望のページを選択して表示させるのに時間が長く掛
かってしまうという問題がある。
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであって、表示可能な表示対象物（例えば電
子書籍の各１ページや１個１個の画像等）が多数あるとき、その中から所望の表示対象物
を素早く選択して表示できるようにするためのユーザインタフェースを持つコンテンツ表
示装置及びそのようなユーザインタフェースを実現するコンテンツ表示方法を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るコンテンツ表示装置は、操作部材に対する操作に係る操作位置及び操作量
を検出する検出手段と、表示手段と、前記操作位置に基づいて、順序付けられた複数のコ
ンテンツのうち一のコンテンツを選択して前記表示手段に表示させる表示制御手段と、前
記表示がされている状態において操作位置が移動した場合に、選択されたコンテンツの順
位から前記検出手段で検出された操作量に基づいた数だけ変化した順位のコンテンツを前
記表示手段に表示させる表示更新手段とを備える。
【発明の効果】
【０００９】
　上記の構成を持つコンテンツ表示装置によると、複数のコンテンツ全体からその中の位
置を指示することで大まかな順位を指定することができる。そしてその順位から所望のコ
ンテンツの順位まで、操作位置を移動させることで表示させるコンテンツの順位を移動さ
せることができる。
【００１０】
　このとき、一度に移動させる量をその操作位置での操作量（例えば押圧力等）によって
調節できるため、指定した順位と所望のコンテンツの順位とが離れている場合には大きく
移動させるように操作量を調節して素早く所望のコンテンツの近くまで順位を移動させる
ことができるようになる。指定した順位と所望のコンテンツの順位とが近い場合には小さ
く移動させるように操作量を調節して所望のコンテンツを精度良く選択して表示できるよ
うになる。
【００１１】
　したがって、多量のコンテンツがあった場合にも素早く所望のコンテンツを選択して表
示させることができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態１に係る画像表示装置１００の外観及び使用状態の例を示して
いる。
【図２】画像表示装置１００の機能構成を示している。
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【図３】画像記憶部２０１に格納されている画像とその順位との対応関係の例を示してい
る。
【図４】タッチパネル１０２上に表示される画面の２つの状態での例を示している。
【図５】選択幅の違いによる部分束４０３の表示態様の違いを示している。
【図６】タッチパネル１０２上での操作位置の座標を表している。
【図７】押圧力と選択幅との対応表である。
【図８】操作による選択順位の変化を示している。
【図９】画像表示装置１００が行う処理を示した流れ図である。
【図１０】新規選択処理を示した流れ図である。
【図１１】選択状態表示処理を示した流れ図である。
【図１２】選択更新処理を示した流れ図である。
【図１３】実施形態２に係る画像表示装置１００ａの外観を示している。
【図１４】側面タッチパネル１０２、グループ選択タッチパネル１３０１及び前面ディス
プレイ１３０２に表示される内容の例を示している。
【図１５】画像表示装置１００ａの機能構成を示している。
【図１６】画像記憶部２０１に格納されている画像及び順位とグループとの対応関係の例
である。
【図１７】選択したグループに属する画像を抽出する例である。
【図１８】画像表示装置１００ａが行う処理を示した流れ図である。
【図１９】グループ選択処理を示した流れ図である。
【図２０】画像表示装置の変形例の１つにおける、縦に並べた表示態様の例である。
【図２１】画像表示装置の変形例の１つにおける、書籍の外観に似せた表示態様の例であ
る。
【図２２】画像表示装置の変形例に係る、部分束４０３の表示態様のバリエーションを示
している。
【図２３】画像表示装置の変形例に係るその他の表示態様の例である。
【図２４】リモコン２４００で操作するようにした画像表示装置１００を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
＜１．実施形態１＞
　本発明の実施形態１に係るコンテンツ表示装置として、撮影日時が古い順に記録されて
いる多数の画像から所望の画像を選択して表示するための画像表示装置を説明する。
＜１－１．構成＞
　図１は実施形態１に係る画像表示装置１００の外観及び画像表示装置１００を動作させ
ている例を示している。
【００１４】
　同図に示すように、画像表示装置１００はハードウェアとして、画像表示装置本体を起
動する電源ボタン１０１及びタッチパネル１０２を備える。また、図示しないがメモリ及
びＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）も備える。
【００１５】
　タッチパネル１０２は指やスタイラス等の指示物によるタッチを感知する感圧式タッチ
パネルである。タッチパネル１０２はタッチ操作の位置（操作位置）を検出するタッチセ
ンサ、タッチ操作の押圧力を検出する感圧センサ及び画面の表示を行う液晶ディスプレイ
を備える。タッチセンサ及び感圧センサは透明材料により構成されており、液晶ディスプ
レイ上に重ね合わせて配置されている。
【００１６】
　メモリは画像表示装置１００の機能を実現するために実行されるプログラム及びそのプ
ログラムが使用するデータを格納している。
　ＣＰＵはメモリに格納されているプログラムを実行する。
【００１７】
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　以上のハードウェアにより実現される各機能の構成として画像表示装置１００は、図２
に示すように画像記憶部２０１、表示制御部２０２、選択順位記憶部２０３、操作位置検
出部２０４、選択順位算出部２０５、押圧力検出部２０６、選択幅特定部２０７及び選択
順位更新部２０８を備える。
【００１８】
　表示制御部２０２、選択順位算出部２０５、選択幅特定部２０７及び選択順位更新部２
０８の機能はメモリに格納されているプログラムをＣＰＵが実行することにより実現され
る。また、画像記憶部２０１及び選択順位記憶部２０３はメモリにより実現される。
【００１９】
　画像記憶部２０１は画像表示装置１００が表示する対象となる複数の画像を格納してい
る。各画像は作成日時により順序付けられており、それぞれの順序を示す順位と対応付け
られて格納されている。ここで、順位は最初の画像の順位を０とした連番とする。したが
って、画像の順位の最大値は全画像数－１となる。
【００２０】
　図３は、画像記憶部２０１に２００００個の画像が格納されている場合の例である。順
位の範囲は０～１９９９９となり、それぞれの順位に対して画像が対応付けられている。
　表示制御部２０２は、画像を閲覧及び検索するための画面をタッチパネル１０２の液晶
ディスプレイに表示させる。
【００２１】
　画像表示装置１００には、画像が選択されていない状態であり図４（ａ）に示すような
態様で表示される未選択状態と、タッチパネル１０２へのタッチ操作によって画像が選択
された状態であり図４（ｂ）に示すような態様で表示される選択状態とがある。
【００２２】
　また、図示しないが、指示物をタッチパネル１０２から離す等の所定の操作によって、
選択した画像１個のみを表示し、再びタッチすることで未選択状態に戻ることとする。
　未選択状態においては、各画像を紙のように重ねて束にしたものを横から見たような態
様で表される、画像記憶部２０１に格納されている全画像を示す全体束４０１を画面の幅
いっぱいになるように表示させる。選択状態においては、選択した画像（選択画像４０２
）とその周辺の順位にある画像とを重ねて束にしたような態様で表される部分束４０３を
、全体束４０１から手前に引き出すように表示する。
【００２３】
　ここで、部分束４０３に含まれる画像の数を選択幅ということとする。部分束４０３は
選択幅の数の画像を画面上の所定の幅に収まるように重ねる間隔を調節して表示する。な
お、選択幅が１の場合も部分束ということとする。
【００２４】
　図５は選択幅の違いによる部分束４０３の態様の違いを示した例である。図５（ａ）は
選択幅が５０の場合の態様を示し、図５（ｂ）は選択幅が５の場合の態様を示している。
　図５（ａ）の例では選択幅が５０と大きいので、表示物を密に重ね合わせるように部分
束４０３を表示する。このとき、部分束４０３の画像は部分束４０３の表面にある選択画
像４０２以外は端の部分のみが表示されて、多数の画像が引き出されている様子を表して
いる。
【００２５】
　図５（ｂ）の例では選択幅が５と小さいので、部分束４０３を比較的広い間隔で重ね合
わせた態様で表示する。このとき、部分束４０３の表示物は選択画像４０２以外も一部が
表示され、内容を確認できるようになる。
【００２６】
　全体束４０１及び部分束４０３に含まれる表示物は、対応する画像の順位の数値が大き
いものほど右に表示されるようにすることとする。また、部分束４０３がタッチパネル１
０２の表示領域内に表示しきれない位置に来る場合は、表示領域内に表示できるように部
分束４０３の位置を調整することとする。
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【００２７】
　選択順位記憶部２０３は、選択画像の順位を示す選択順位を格納するメモリの領域であ
る。選択順位記憶部２０３に格納されている選択順位は表示制御部２０２により使用され
る。
【００２８】
　操作位置検出部２０４はタッチパネル１０２のタッチセンサにより実現され、操作位置
を検出して選択順位算出部２０５及び選択順位更新部２０８に伝達する。
　操作位置はタッチパネル１０２上での位置とし、図６に示すようにタッチパネル１０２
の左上端を原点とした画素数の座標で表されることとする。
【００２９】
　例えばタッチパネル１０２の画素数が幅６４０ピクセル×高さ３６０ピクセルであると
すると、操作位置は（０，０）から（６３９，３５９）までの範囲を取る。
　選択順位算出部２０５は、未選択状態においてタッチが感知されたときに選択順位を算
出して選択順位記憶部２０３に格納する。例えば、選択順位が２９６であれば、順位が２
９６の画像が選択されて選択画像となる。
【００３０】
　選択順位の算出は、操作位置検出部２０４で検出された操作位置を用いて以下の数式１
によって行う。
【００３１】
【数１】

【００３２】
　ここで、計算結果が小数になった場合は、小数点以下を切り捨てて整数にすることとす
る。
　例えば全画像数が２００００で、操作位置のｘ座標が５４３で、画面の幅が６４０であ
れば、計算結果は２００００×５４３／６４０＝１６９６８．７５となる。小数点以下は
切り捨てるので、選択順位は１６９６８となる。
【００３３】
　押圧力検出部２０６はタッチパネルの感圧センサにより実現され、タッチ操作の押圧力
を検出して選択幅特定部２０７に伝達する。
　感圧センサの出力は、押圧力に応じて０～１０の整数で表されることとし、今後「押圧
力」という場合はこの出力のことを指すものとする。ここで、０の押圧力はタッチされて
いないことを示し、１以上の押圧力は数値が大きいほど強くタッチされていることを示す
。
【００３４】
　選択幅特定部２０７は、表示制御部２０２及び選択順位更新部２０８により使用される
選択幅を特定する。選択幅は図７に示す押圧力と選択幅との対応表を用いて求めることと
する。
【００３５】
　例えば押圧力検出部２０６が５の押圧力を検出していたとすると、図７の表から選択幅
は５０となる。
　選択順位更新部２０８は、選択状態において操作位置が移動した場合に選択順位記憶部
２０３に格納されている選択順位を選択幅特定部２０７の算出した選択幅の分だけ変化さ
せる。すなわち、操作位置が右に移動すれば選択順位を選択幅の分だけ増加させ、左に移
動すれば選択幅の分だけ減少させる。
【００３６】
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　例えば図８のように、変化前の選択順位が２９６で、選択幅が５０で、操作位置が右に
移動したとすれば、変化後の選択順位は２９６＋５０＝３４６となる。
＜１－２．動作＞
　以下、画像表示装置１００が行う処理について図９の流れ図に沿って説明する。
【００３７】
　画像表示装置１００の初期状態は未選択状態であり、電源投入後はまず表示制御部２０
２が未選択状態での表示処理を行う（ステップＳ９０１）。
　未選択状態での表示処理は、全画像を横方向に重ねて全体束の態様でタッチパネル１０
２に表示する。
【００３８】
　次に、タッチパネル１０２がタッチされるまで待機する（ステップＳ９０２）。すなわ
ち、押圧力検出部２０６が検出する押圧力が１以上になるまで待機する。
　タッチパネル１０２がタッチされると、選択順位算出部２０５及び選択幅特定部２０７
が後述する新規選択処理を行い（ステップＳ９０３）、選択状態に移行する。
【００３９】
　選択状態では、表示制御部２０２が後述する選択状態表示処理を行う（ステップＳ９０
４）。
　次に、操作位置検出部２０４が操作位置を、押圧力検出部２０６が押圧力をそれぞれ検
出する（ステップＳ９０５）。
【００４０】
　なお、図９には示していないが、ここで指示物がタッチパネル１０２から離されるなど
して押圧力が０となった場合には、タッチパネル１０２上に選択画像のみを表示して処理
を抜ける。そして、再度タッチパネル１０２がタッチされたことを検出すると、処理をス
テップＳ９０１から再び始める。
【００４１】
　検出された押圧力を用いて、選択幅特定部２０７が選択幅を特定する（ステップＳ９０
６）。選択幅は、図７に示す押圧力と選択幅との対応表を用いて特定する。
　そして選択順位更新部２０８が、操作位置検出部２０４が検出した操作位置と前回検出
された操作位置とを比較して、操作位置が変化したか否かを判断する（ステップＳ９０７
）。
【００４２】
　変化していれば（ステップＳ９０７：ＹＥＳ）、選択順位更新部２０８が後述する選択
更新処理を行い（ステップＳ９０８）ステップＳ９０４に戻る。変化していなければ（ス
テップＳ９０７：ＮＯ）、何もせずステップＳ９０４に戻る。
＜１－２－１．新規選択処理＞
　選択順位算出部２０５及び選択幅特定部２０７が行う新規選択処理について説明する。
【００４３】
　新規選択処理は未選択状態において画像を選択するために選択順位を算出する処理であ
り、選択幅の特定も行う。新規選択処理は図１０の流れで行われる。
　まず検出されたタッチの操作位置を操作位置検出部２０４から、押圧力を押圧力検出部
２０６から取得する（ステップＳ１００１）。
【００４４】
　次に、選択順位算出部２０５が操作位置から選択順位を算出する（ステップＳ１００２
）。選択順位の算出は先述した数式１で行う。
　そして、選択幅特定部２０７が押圧力から選択幅を特定して（ステップＳ１００３）、
新規選択処理を終了する。選択幅は、図７に示す押圧力と選択幅との対応表を用いて特定
する。
＜１－２－２．選択状態表示処理＞
　表示制御部２０２が行う選択状態表示処理について説明する。
【００４５】
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　選択状態表示処理は全体束から部分束を引き出した態様で選択画像をタッチパネル１０
２に表示させる処理であり、図１１の流れで行われる。
　まず部分束となる順位の範囲を、始点は選択順位に（ステップＳ１１０１）、終点は選
択順位＋選択幅－１に特定する（ステップＳ１１０２）。
【００４６】
　例えば選択順位が１６９６８で選択幅が５０だった場合、始点の順位は１６９６８、終
点の順位は１６９６８＋５０－１＝１７０１７となる。そのため、順位が１６９６８～１
７０１７の範囲にある画像が部分束に含まれることとなる。
【００４７】
　次に、部分束の終点の順位が画像記憶部２０１に格納されている全画像数以上になって
いるか否かを判定する（ステップＳ１１０３）。つまり、部分束の範囲が表示可能な画像
の範囲を超えているか否かを判定する。
【００４８】
　部分束の終点の順位が全画像数以上の場合（ステップＳ１１０３：ＹＥＳ）、終点の順
位を全画像数－１にする（ステップＳ１１０４）。このようにすることで、部分束の範囲
が表示可能な画像の範囲内に収まるようになる。
【００４９】
　例えば選択順位が１６９６８、選択幅が５０、全画像数が１７０００だった場合、画像
記憶部２０１に格納されている画像の順位の範囲は０～１６９９９となる。一方部分束の
終点の順位は１７０１７であり、全画像数１７０００以上になっている。そのため、終点
の順位を１７０００－１＝１６９９９に修正する。
【００５０】
　次に、順位が部分束の範囲外にある画像を横方向に重ねた全体束の態様で表示し（ステ
ップＳ１１０５）、その全体束から手前に引き出すように、順位が部分束の範囲外にある
画像を部分束の態様で表示する（ステップＳ１１０６）。
＜１－２－３．選択更新処理＞
　選択順位更新部２０８が行う選択更新処理について説明する。
【００５１】
　選択更新処理は部分束として表示する範囲を更新する処理であり、図１２の流れで行わ
れる。
　まず操作位置検出部２０４から操作位置を、押圧力検出部２０６から押圧力を取得する
（ステップＳ１２０１）。
【００５２】
　次に、取得した操作位置と前回の操作位置とを比較して、操作位置の移動方向が左向き
か右向きかを判定する（ステップＳ１２０２）。
　左向きと判定された場合（ステップＳ１２０２：左）、選択順位を元の順位から選択幅
の分だけ減らした順位に更新する（ステップＳ１２０３）。
【００５３】
　例えば元の選択順位が１６９６８で選択幅が５０の場合、更新された選択順位は１６９
６８－５０＝１６９１８となる。
　ここで、更新された選択順位が画像記憶部２０１に格納されている画像の順位の範囲内
か否かを調べるため、選択順位が０未満か否かを判定する（ステップＳ１２０４）。
【００５４】
　０未満であれば（ステップＳ１２０４：ＹＥＳ）、選択順位を０にして（ステップＳ１
２０５）、選択更新処理を終了する。０以上であれば（ステップＳ１２０４：ＮＯ）、そ
のまま選択更新処理を終了する。
【００５５】
　例えば、元の選択順位が４８で順位変化数が５０であった場合、更新された選択順位は
－２で０未満となる。そのため、画像の順位の範囲に収めるため選択順位を０にする。
　ステップＳ１２０２において操作位置の移動方向が右向きと判定された場合（ステップ
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Ｓ１２０２：右）、選択順位を元の順位から順位変化数の分だけ増やした順位に更新する
（ステップＳ１２０６）。
【００５６】
　例えば元の選択順位が１６９６８で順位変化数が５０の場合、更新された選択順位は１
６９６８＋５０＝１７０１８となる。
　ここで、更新された選択順位が画像記憶部２０１に格納されている画像の順位の範囲内
か否かを調べるため、選択順位が全画像数以上か否かを判定する（ステップＳ１２０７）
。
【００５７】
　全画像数以上であれば（ステップＳ１２０７：ＹＥＳ）、選択順位を全画像数－１にし
て（ステップＳ１２０８）、選択更新処理を終了する。全画像数未満であれば（ステップ
Ｓ１２０７：ＮＯ）、そのまま選択更新処理を終了する。
【００５８】
　例えば全画像数が１７０００、元の選択順位が１６９６８、順位変化数が５０であった
場合、更新された選択順位は１７０１８となり、全画像数１７０００以上となる。そのた
め、全画像数以上にならないように選択順位を全画像数－１＝１６９９９にする。
＜２．実施形態２＞
　続いて実施形態２に係るコンテンツ表示装置として、各画像が複数のグループのいずれ
か１つに属しており、ユーザが選択したグループ（表示グループ）に属する画像を表示す
るようにした画像表示装置１００ａについて説明する。
＜２－１．構成＞
　図１３は実施形態２の画像表示装置１００ａの外観を示した図である。
【００５９】
　画像表示装置１００ａは、ハードウェアとしては筺体を直方体の形にして、実施形態１
の画像表示装置１００に加えて上面に配置されたグループ選択タッチパネル１３０１及び
前面に配置された前面ディスプレイ１３０２を備え、他は画像表示装置１００と同じもの
を備える。また、タッチパネル１０２は前面に配置され、以下の説明中では側面タッチパ
ネル１０２と呼ぶこととする。
【００６０】
　グループ選択タッチパネル１３０１は表示グループを選択するためのものであり、タッ
チセンサ及び液晶ディスプレイを備えた感圧式タッチパネルにより実現される。
　前面ディスプレイ１３０２は側面タッチパネル１０２がタッチ操作を受けて選択された
選択画像を表示するためのものであり、液晶ディスプレイにより実現される。
【００６１】
　図１４（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）はそれぞれ側面タッチパネル１０２、グループ選択タ
ッチパネル１３０１及び前面ディスプレイ１３０２に表示される内容の例を示している。
　側面タッチパネル１０２には図１４（ａ）に示すように、実施形態１と同じく画像を選
択する画面が表示される。ただし、グループ選択タッチパネル１３０１で選択された表示
グループに属する画像のみが表示対象となる。
【００６２】
　グループ選択タッチパネル１３０１には図１４（ｂ）に示すように、表示グループを選
択する画面が表示される。表示グループを選択する画面では、各グループを示す矩形が表
示されており、その中で表示グループを示す矩形は境界線が二重線で表示されて強調され
る。
【００６３】
　同図の例では５つの矩形領域１４０１ａ～１４０１ｅにそれぞれ５つのグループが対応
付けられており、１４０１ｃの矩形領域にある「登山」のグループが二重線の枠で強調表
示されて、表示グループになっていることを示している。
【００６４】
　前面ディスプレイ１３０２には図１４（ｃ）に示すように、側面タッチパネル１０２で
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選択された画像が拡大表示される。同図の例では、図１４（ａ）で引き出されている選択
画像４０２の全体像が表示されている。なお、未選択状態では何も表示しないこととする
。
【００６５】
　画像表示装置１００ａによって実現される機能の構成は図１５に示す。
　同図に示すように、画像表示装置１００ａは画像表示装置１００の構成に加え、第２操
作位置検出部１５０１、グループ選択部１５０２、グループ表示制御部１５０３及びグル
ープ画像抽出部１５０４を備える。また、第１操作位置検出部２０４は実施形態１での操
作位置検出部２０４に、画像表示制御部２０２は表示制御部２０２に相当するものであり
、同一符号を付している。
【００６６】
　また、画像記憶部２０１は格納するデータを変更し、選択順位算出部２０５及び画像表
示制御部２０２は動作を一部変更する。
　グループ選択部１５０２、グループ表示制御部１５０３及びグループ画像抽出部１５０
４の機能はメモリに格納されているプログラムをＣＰＵが実行することにより実現される
。
【００６７】
　画像記憶部２０１に格納されるデータは、図１６に示すように画像及びその順位のデー
タに加え、その画像が属するグループも対応付けたデータにする。同図の例では、順位が
０の画像は「ドライブ」のグループに、順位が１６９６８の画像は「登山」のグループに
属しており、他の画像もそれぞれのグループに属している。
【００６８】
　第２操作位置検出部１５０１はグループ選択タッチパネル１３０１のタッチセンサによ
り実現され、ユーザのタッチによる選択操作を受けて操作位置を検出し、グループ選択部
１５０２に伝達する。
【００６９】
　操作位置はグループ選択タッチパネル１３０１上での位置とし、グループ選択タッチパ
ネル１３０１の左上端を原点とした座標で表されることとする。
　グループ選択部１５０２は、第２操作位置検出部１５０１が検出した操作位置を含む矩
形領域に対応するグループを表示グループとして選択する。例えば、図１４（ｂ）の状態
で操作位置が１４０１ｂの矩形領域の内部であれば、「クリスマス」のグループが選択さ
れる。
【００７０】
　グループ表示制御部１５０３は、グループ選択タッチパネル１３０１の液晶ディスプレ
イに図１４（ｂ）のようなグループの選択を行うための画面を表示させる。すなわち、画
像記憶部２０１に格納されている各グループを、グループ選択部１５０２が選択した表示
グループを二重線の枠で強調するように矩形の態様で表示させる。
【００７１】
　グループ画像抽出部１５０４は、グループ選択部１５０２が選択した表示グループに属
する画像を画像記憶部２０１から抽出して選択順位算出部２０５及び画像表示制御部２０
２に伝達する。また、表示グループに属する画像数も伝達することとする。なお、各画像
の順位は伝達する際に、グループ毎に０から始まる連番を付けなおすこととする。
【００７２】
　図１７に示す例では、「登山」のグループを選択して、「登山」のグループに属する７
００個の画像が抽出されている。そして、抽出された各画像には新たに０～６９９の順位
が付けられている。
【００７３】
　選択順位算出部２０５及び画像表示制御部２０２は動作を一部変更し、画像記憶部２０
１に格納されている画像に代えてグループ画像抽出部１５０４が抽出した画像を用いるこ
ととする。また、画像記憶部２０１に格納されている全画像数に代えて表示グループに属
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する画像数を選択順位の算出に用いる。
＜２－２．動作＞
　次に、動作の変更点を説明する。
【００７４】
　図１８は、画像表示装置１００ａが行う処理を示している。この処理は実施形態１の画
像表示装置１００が行う処理（図９）の一部を変更したものである。以下、変更点につい
て説明する。
【００７５】
　全画像を全体束の態様で側面タッチパネル１０２に表示する処理（ステップＳ９０１）
は、側面タッチパネル１０２への表示に加えて、前面ディスプレイ１３０２に画像が表示
されていれば前面ディスプレイ１３０２の表示の消去も行うようにする（ステップＳ９０
１ａ）。
【００７６】
　側面タッチパネル１０２がタッチされるまで待機する処理（ステップＳ９０２）は、側
面タッチパネル１０２又はグループ選択タッチパネル１３０１のいずれかがタッチされる
まで待機するように変更する（ステップＳ９０２ａ）。
【００７７】
　ステップＳ９０２ａでタッチが検出されると、グループ選択タッチパネル１３０１がタ
ッチされたか否かを判定する（ステップＳ１８０１）。
　グループ選択タッチパネル１３０１がタッチされていた場合（ステップＳ１８０１：Ｙ
ＥＳ）、後述するグループ選択処理を行い（ステップＳ１８０２）、ステップＳ９０１ａ
に戻る。グループ選択タッチパネル１３０１がタッチされていなかった場合（ステップＳ
１８０１：ＮＯ）、側面タッチパネル１０２がタッチされているのでステップＳ９０３ａ
に進む。
【００７８】
　新規選択処理（ステップＳ９０３、図１０）及び選択更新処理（ステップＳ９０８、図
１２）は、全画像数に代えてグループ画像抽出部１５０４が抽出した画像数を用いるよう
に変更する（ステップＳ９０３ａ、ステップＳ９０８ａ）。
【００７９】
　選択状態表示処理（ステップＳ９０４、図１１）は、選択画像を前面ディスプレイに表
示する処理も行うこととする（ステップＳ９０４ａ）。また、全画像数に代えてグループ
画像抽出部１５０４が抽出した画像数を用い、グループ画像抽出部１５０４が抽出した画
像のみを表示するように変更する。
＜２－２－１．グループ選択処理＞
　図１９は、実施形態２で追加されたグループ選択処理を示している。グループ選択処理
はグループ選択タッチパネル１３０１の操作を第２操作位置検出部１５０１が検出したと
きに行われる処理である。
【００８０】
　まず、第２操作位置検出部１５０１からグループ選択タッチパネル１３０１上での操作
位置を取得する（ステップＳ１９０１）。
　次に、グループ選択部１５０２が操作位置にある矩形領域に対応するグループを表示グ
ループとして選択する（ステップＳ１９０２）。
【００８１】
　ここで、操作位置どのグループに対応する矩形領域にも入っていなかった場合には、表
示グループの選択は行わず、グループ選択処理を始める前の表示グループを維持したまま
グループ選択処理を終了することとする（図示せず）。
【００８２】
　例えば、操作位置が図１４（ｂ）の１４０１ｂの矩形領域内であれば、「クリスマス」
を表示グループとして選択する。
　次に、グループ画像抽出部１５０４が表示グループに属する画像を画像記憶部２０１に
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格納されている画像群から抽出する（ステップＳ１９０３）。このとき、抽出した画像に
はグループ内での順位を付ける。
【００８３】
　そして、グループ選択タッチパネル１３０１の表示を更新する（ステップＳ１９０４）
。すなわち、表示グループを二重線の枠で強調するように各グループを矩形の態様で並べ
て表示する。
＜３．変形例＞
　以上、本発明に係るコンテンツ表示装置について実施形態に基づいて説明したが、本発
明は上述の実施形態で示した通りのコンテンツ表示装置に限られないことはもちろんであ
る。
【００８４】
　（１）本発明は、実施形態で示した処理（図９～１２を参照）等をコンテンツ表示装置
のＣＰＵ及びそのＣＰＵに接続された各種回路に実行させるためのプログラムコードから
なる制御プログラムを、記録媒体に記録すること又は各種通信路等を介して流通させ頒布
することもできる。このような記録媒体には、ＩＣカード、ハードディスク、光ディスク
、フレキシブルディスク、ＲＯＭなどがある。流通、頒布された制御プログラムはＣＰＵ
に読み出されうるメモリなどに格納されることにより利用に供され、そのＣＰＵがその制
御プログラムを実行することにより各実施形態で示したような機能が実現されるようにな
る。なお、制御プログラムの一部をコンテンツ表示装置とは別個のプログラム実行可能な
装置（ＣＰＵ）に各種ネットワークを介して送信して、その別個のプログラム実行可能な
装置においてその制御プログラムの一部を実行させることとしても良い。
【００８５】
　（２）コンテンツ表示装置を構成する構成要素の一部又は全部は、１又は複数の集積回
路（ＩＣ、ＬＳＩなど）として実装されることとしても良く、コンテンツ表示装置の構成
要素に更に他の要素を加えて集積回路化（１チップ化）されることとしても良い。
【００８６】
　（３）実施形態ではコンテンツ表示装置として画像表示装置について説明したが、表示
できるコンテンツであれば画像の形式で記録されているもの以外でも良い。例えば電子書
籍や文書ファイル等をページ毎に分けて、各ページをコンテンツとしても良い。また、動
画中の各フレームをコンテンツとして表示しても良い。
【００８７】
　この場合、それぞれのコンテンツの表示イメージを画像に代えて表示させることができ
る。
　（４）実施形態では画像群を横向きに重ねた束の態様で表示することとしたが、未選択
状態において操作位置に基づいた順位の画像を選択して表示し、選択状態において押圧力
に基づいた数だけ選択順位を変化させて表示するようにすれば、この態様に限るものでは
ない。以下に様々な表示態様の例を示す。
【００８８】
　（ａ）図２０に示すように、縦向きに重ねた束の態様で表示しても良い。
　この場合、選択順位の算出には操作位置のｙ座標と画面の高さとを用いることができる
。
【００８９】
　（ｂ）図２１に示すように、書籍に似せた態様で表示しても良い。未選択状態では図２
１（ａ）のように本を閉じた態様とし、選択状態では図２１（ｂ）のように本を開いた態
様とする。
【００９０】
　この場合、未選択状態では書籍の側面に相当する部分２１０１をタッチした場合に新規
選択処理を行うことができる。このとき、選択順位は側面２１０１の中でどの部分がタッ
チされたかによって算出する。例えば、以下の数式２を用いることができる。
【００９１】
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【数２】

【００９２】
　（ｃ）図２２に示すように、部分束の引き出し方を変更しても良い。
　例えば、図２２（ａ）のように複数の部分束を引き出すようにしても良い。
　また、図２２（ｂ）のように数段階に分けて引き出すようにしても良い。
【００９３】
　また、図２２（ｃ）のように、その場で拡大表示したような態様で表示することもでき
る。
　（ｄ）図２３（ａ）に示すように、円筒形に並べても良い。
【００９４】
　この場合、円筒の側面や底面をタッチしたときに新規選択処理を行うようにすることが
できる。
　（ｅ）図２３（ｂ）に示すように、縦横に二次元的に並べても良い。
【００９５】
　この場合には、選択順位の算出には操作位置のｘ座標とｙ座標の両方を用いることとな
る。
　（５）実施形態では操作部材と表示部とが一体となったタッチパネルを備えることとし
たが、操作部材と表示部は別々であっても良い。
【００９６】
　例えば、図２４に示すように、リモコン２４００で操作するようにしても良い。
　（６）図９の選択更新処理におけるＳ９０８の条件判断は左右逆にしても良い。
　例えば変形例（４）（ｂ）においては、左に操作位置を変化させて右の画像が表示され
るようにすれば、書籍においてページをめくるのに近い操作感覚を与えることができる。
【００９７】
　（７）タッチパネルは感圧式に限る必要はない。
　例えば静電容量式のタッチパネルでも良い。この場合には、押圧力ではなく、指示物が
タッチパネルに接触している面積を用いることができる。
【００９８】
　（８）選択幅は押圧力に基づいて求めれば図７の対応表以外で求めても良い。
　例えば、押圧力が大きくなるにしたがって選択幅も大きくなるような対応表を用いても
良い。
【００９９】
　また、選択幅を固定値とせず、全画像数との比率によって決めることとしても良い。
　また、対応表を用いずに計算式によって求めても良い。例えば、以下の数式３を用いて
求める方法がある。
【０１００】

【数３】

【０１０１】
　更に、押圧力だけでなく操作位置の移動量等、押圧力以外の値も共に用いて計算しても
良い。
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　また、押圧力の変化量を用いて計算しても良い。
【０１０２】
　（９）実施形態ではタッチパネルや前面ディスプレイには液晶ディスプレイを用いるこ
ととしたが、画像を表示可能であれば他のものを用いても良い。
　例えば有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイやＣＲＴ
（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）ディスプレイ等が利用可能である。
【０１０３】
　（１０）実施形態では各画像は撮影日時順に並んでいることとしたが、別の順序でも良
い。
　例えば、画像の大きさ、ファイル名等で並べても良い。
【０１０４】
　また、順序はユーザの操作等によって並べ替えられることとしても良い。
　（１１）実施形態では画像表示装置はプログラムやデータの記憶のためにメモリを備え
ることとしたが、記憶装置であれば他のものでも良い。
【０１０５】
　例えば、ハードディスクやフレキシブルディスクを用いても良い。
　（１２）実施形態では画像表示装置が備える画像記憶部に格納されている画像を用いる
こととしたが、外部装置から取得した画像であっても良い。
【０１０６】
　例えば、画像表示装置がメモリーカードを着脱可能であり、装着されたメモリーカード
から画像を取得して用いても良い。
　また、表示画像のみのデータを画像表示装置が持つこととし、ストリーミング配信によ
って外部のサーバから選択順位に対応する画像をダウンロードして用いることとしても良
い。
【０１０７】
　（１３）実施形態では部分束の表示の幅を一定として選択幅によって各画像の間隔を決
めることとしたが、全体束と区別できる態様で表示すれば表示の幅を一定にする必要はな
い。
【０１０８】
　例えば、部分束に含まれる各画像の間隔を一定にして、選択幅によって部分束の表示の
幅を決めても良い。
　（１４）画像の順位は順序を表すことができるのであれば０から始まる連番でなくとも
良い。
【０１０９】
　例えば、１から始まる連番であったり、離散値を取ったりしても良い。ただし、この場
合には選択順位の算出方法を変更する必要がある。
　（１５）実施形態２に係る画像表示装置は直方体型の筺体を持つとしたが、別の形でも
良い。
【０１１０】
　例えば立方体型でも良いし、板状の筺体を持ち同一平面上に各タッチパネル及びディス
プレイを持つこととしても良い。
　（１６）押圧力検出部の出力は押圧力に応じた値であれば０～１０の範囲の整数でなく
とも良い。
【０１１１】
　例えば０～１０を超える範囲でも良いし、小数で出力されても良い。
　（１７）実施形態２に係る画像表示装置では未選択状態において前面ディスプレイには
何も表示しないこととしたが、順位０の画像を表示する等、画像を表示するようにしても
良い。
【０１１２】
　（１８）実施形態では全体束を画面の幅いっぱいになるように表示することとしたが、
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画面の幅より狭い範囲に表示することとしても良い。
　その場合は、選択順位算出部２０５が行う選択順位の計算（ステップＳ１００２）は、
以下の数式４によって行うことができる。
【０１１３】
【数４】

【０１１４】
　（１９）実施形態では指示物をタッチパネルから離すと選択画像１個のみを表示するよ
うにしたが、別の操作によって選択画像を表示するようにしても良い。
　例えば、画像表示装置が選択画像１個を表示させるためのボタンを有し、そのボタンの
押下を感知して選択画像を表示するようにしても良い。
【０１１５】
　また、選択画像１個のみをタッチパネルに表示するような処理を行わず、常に画像を選
択する画面であっても良い。
　例えば、実施形態２では選択画像１個のみを表示するための画面が側面タッチパネルと
は別に存在するので、側面タッチパネルでは選択画像１個のみの表示を行わないこととし
ても差し支えない。
【０１１６】
　（２０）実施形態２ではグループを選択するために側面タッチパネル１０２とは別にグ
ループ選択タッチパネル１３０１を備えることとしたが、操作を受けてグループを選択す
ることができればこれには限らない。
【０１１７】
　例えば、タッチパネルではなく押ボタンによってグループを選択できるようにしても良
いし、側面タッチパネル１０２と同一のタッチパネル上にグループを選択するためのユー
ザインタフェースを設けても良い。
【０１１８】
　（２１）タッチパネル１０２には全体束と部分束以外のものも表示してよい。
　例えば、選択画像の上に選択順位を表示するようにすれば、ユーザ自身がどの順位の画
像を見ているのかを数値で把握できるようになる。
【０１１９】
　また、押圧力の大きさを示すために、押圧力の大きさに応じた大きさの円を操作位置を
中心に表示しても良い。このようにすることで、ユーザ自身がどの程度の押圧力でタッチ
しているのかを把握できるようになる。
【０１２０】
　（２２）実施形態２において、前面ディスプレイ１３０２を省いても良い。
　この場合は、図１８の処理（ステップＳ９０１ａ、ステップＳ９０４ａ）において前面
ディスプレイ１３０２に画像を表示する処理及び画像を消去する処理を行わないようにす
る。
【０１２１】
　（２３）実施形態１の画像表示装置１００に、実施形態２の画像表示装置１００ａが備
えるような、選択画像１枚の全体を表示するためのディスプレイを追加しても良い。
　その場合は、選択状態表示処理（図１１）において、追加されたディスプレイに対して
選択画像１枚の全体を表示する処理を追加する。
【０１２２】
　（２４）上記の各変形例は組み合わせて実施しても良い。
＜４．まとめ＞
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　以下、本発明に係るコンテンツ表示装置における構成及び効果について説明する。
【０１２３】
　（１）コンテンツ表示装置は、操作部材に対する操作に係る操作位置及び操作量を検出
する検出手段と、表示手段と、前記操作位置に基づいて、順序付けられた複数のコンテン
ツのうち一のコンテンツを選択して前記表示手段に表示させる表示制御手段と、前記表示
がされている状態において操作位置が移動した場合に、選択されたコンテンツの順位から
前記検出手段で検出された操作量に基づいた数だけ変化した順位のコンテンツを前記表示
手段に表示させる表示更新手段とを備える。
【０１２４】
　実施形態中では、操作部材及び検出手段はタッチパネル１０２のタッチセンサと感圧セ
ンサ、表示手段はタッチパネル１０２の液晶ディスプレイ、表示制御手段は表示制御部２
０２と選択順位算出部２０５との組み合わせ、表示更新手段は表示制御部２０２と選択順
位更新部２０８との組み合わせにより実現されている。
【０１２５】
　上記の構成を持つコンテンツ表示装置によると、複数のコンテンツ全体からその中の位
置を指示することで大まかな順位を指定することができる。そしてその順位から所望のコ
ンテンツの順位まで、操作位置を移動させることで表示させるコンテンツの順位を移動さ
せることができる。
【０１２６】
　このとき、一度に移動させる量を操作量によって調節できるため、指定した順位と所望
のコンテンツの順位とが離れている場合には大きく移動させるように操作量を調節して素
早く所望のコンテンツの近くまで順位を移動させることができるようになる。指定した順
位と所望のコンテンツの順位とが近い場合には小さく移動させるように操作量を調節して
所望のコンテンツを素早く選択して表示できるようになる。
【０１２７】
　したがって、多量のコンテンツがあった場合にも素早く所望のコンテンツを選択して表
示させることが可能となる。
　（２）ここで、前記コンテンツ表示装置は、前記操作部材と前記表示手段とが重ね合わ
されて形成されたタッチパネルを備えることとしても良い。
【０１２８】
　このようにすることで、タッチパネルを用いて表示手段に対して直接的に操作すること
が可能となる。
　（３）ここで、前記表示制御手段は、更に、順序付けられた前記複数のコンテンツそれ
ぞれと一対一に対応する表示物それぞれを、当該表示物が対応するコンテンツの順序に従
って並べて前記タッチパネルに表示させ、前記タッチパネルにおいて前記検出手段により
検出された操作位置に表示させていた表示物に対応するコンテンツを前記一のコンテンツ
として前記選択を行うこととしても良い。
【０１２９】
　このようにすることで、ユーザが選択したコンテンツが全体のどのあたりから選択した
ものかを把握しやすくなる。
　（４）ここで、前記表示制御手段は、前記タッチパネルに表示させた複数の表示物のう
ち、前記選択された一のコンテンツに対応する表示物を含む一連の表示物でありかつ前記
検出手段により検出された操作量に応じた数の一連の表示物については当該一連の表示物
以外の表示物と区別した態様で表示させることとしても良い。
【０１３０】
　このようにすることで、操作量がどの程度であるかを把握しやすくなる。
　（５）ここで、前記タッチパネルは、感圧式タッチパネルであり、前記検出手段による
前記操作量の検出は、前記タッチパネルが押圧されたことによる押圧力の検出であること
としても良い。
【０１３１】
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　このようにすることで、感圧式タッチパネルを指やスタイラス等の指示物で押した押圧
力によって、一度に移動させる量を調節することができるようになる。
　（６）ここで、前記表示制御手段は、前記検出手段により検出された操作量に応じた前
記数を、前記押圧力が大きくなるにつれて、小さくなるように定め、前記表示更新手段は
、選択されたコンテンツの順位から前記検出手段で検出された操作量に基づいた数だけ変
化した順位のコンテンツを前記表示手段に表示させる際において当該数を、前記表示制御
手段により定められた前記数と同一にすることとしても良い。
【０１３２】
　このようにすることで、タッチパネルを強く押すほど細かい操作が可能となり、一度の
操作でどの程度順位が変化するのかを把握しやすくなる。
　（７）ここで、前記タッチパネルは、静電容量式タッチパネルであり、前記検出手段に
よる前記操作量の検出は、前記タッチパネルに物体が接触している面積の検出であること
としても良い。
【０１３３】
　このようにすることで、静電容量式タッチパネルを押した強さによって一度に移動する
量を調節できるようになる。
　（８）ここで、前記表示制御手段は、前記タッチパネルにおける前記操作位置に選択し
た前記一のコンテンツの少なくとも一部を表示させることとしても良い。
【０１３４】
　このようにすることで、選択したコンテンツの内容がどのようなものであるかをタッチ
パネル上で確認できるようになる。
　（９）ここで、前記コンテンツはそれぞれが複数のグループのいずれかに属しており、
前記コンテンツ表示装置は更に、操作を受けて前記複数のグループのうちいずれか１つを
選択するグループ選択手段と、前記グループ選択手段により選択されたグループに属する
コンテンツを複数抽出する抽出手段とを備え、前記順序付けられた複数のコンテンツは前
記抽出されたコンテンツであることとしても良い。
【０１３５】
　このようにすることで、所望のコンテンツが属しているグループによって表示するコン
テンツの絞り込みを行うことができ、より素早く所望のコンテンツを選択して表示できる
ようになる。
【０１３６】
　（１０）ここで、前記コンテンツ表示装置は更に、前記複数のグループを表す表示物を
、前記選択されているか否かによって異なる態様で表示するグループ表示手段と、前記グ
ループ表示手段と前記グループ選択手段とを重ね合わせてなるタッチパネルであるグルー
プ選択タッチパネルとを備えることとしても良い。
【０１３７】
　このようにすることで、タッチパネルを用いてタッチ操作によりグループを選択するこ
とができるようになる。
　（１１）ここで、前記コンテンツ表示装置は、前記操作部材と前記表示手段とが重ね合
わされて形成されたタッチパネルを前記グループ選択タッチパネルとを同一の筺体に備え
ることとしても良い。
【０１３８】
　このようにすることで、同一の筺体の２か所で操作することにより素早く所望のコンテ
ンツを選択して表示できるようになる。
　（１２）ここで、前記コンテンツ表示装置は更に、前記選択されたコンテンツの全体を
表示するコンテンツ表示手段を備えることとしても良い。
【０１３９】
　このようにすることで、選択されたコンテンツの全体像を選択する画面とは別の画面で
確認することができるようになる。
　（１３）ここで、前記コンテンツ表示装置は、前記操作部材と前記表示手段とが重ね合
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ても良い。
【０１４０】
　このようにすることで、同一の筺体において選択されたコンテンツの全体像を確認しな
がら所望のコンテンツを探すことができるようになる。
【産業上の利用可能性】
【０１４１】
　本発明に係るコンテンツ表示装置は、デジタルカメラ、デジタルフォトフレーム、電子
ブックリーダなどに適用することができる。
【符号の説明】
【０１４２】
　１００、１００ａ　画像表示装置
　１０１　電源ボタン
　１０２　タッチパネル（側面タッチパネル）
　２０１　画像記憶部
　２０２　表示制御部（画像表示制御部）
　２０３　選択順位記憶部
　２０４　操作位置検出部（第１操作位置検出部）
　２０５　選択順位算出部
　２０６　押圧力検出部
　２０７　選択幅特定部
　２０８　選択順位更新部
　１３０１　グループ選択タッチパネル
　１３０２　前面ディスプレイ
　１５０１　第２操作位置検出部
　１５０２　グループ選択部
　１５０３　グループ表示制御部
　１５０４　グループ画像抽出部
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